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特集・市民力によるランドスケープマネジメント

『桜丘すみれば自然庭園』に見る市民力とマネジメント力
Citizen Power and Management: A Case Study of Sumireba Natural Garden 

大江亮一本

Ryoichi OE 

1. はじめに

これまで長く続いた社会のシステムにきしみが生じ，変

化し始めているなかで，市民と行政の関係も変わろうとし

ている。いま，双方に求められるのは，同じ目線で物事を

見つめ，それぞれの立場で知恵と持てる能力を生かし合っ

て，ともに課題に取り組むノfートナーシップではないだろ

うか。市民は進んで行政の事業に参画し，行政はその働き

を正当に評価し支援する。「第三の力Jともいうべき“市
民力"こそが，地域に新たな活力を生む原動力になるに違

いない。いま，東京・世田谷の一角にある小さな緑地では，

その“市民力"と事業を推し進める“マネジメント力"が

試されている。

2.それは驚きと感動から始まった

レンガ塀に臨まれ，竪く門を閉ざしたそのー画は，まさ

にミステリーゾーンであった。すぐ横を環状八号線が走る

とはいえ，その屋敷内にそびえる巨木が風に揺れるさまを

見て，人それぞれに想像をめぐらせたものである。「ここ

は何だろうJIこの中には何があるのだろう」。ある日，こ

の“謎の空間"に住民たちが足を踏み入れるときがやって

くる O そこにはぽっかりと異空間が広がっていた。コナラ

やクヌギ，カエデなどの雑木林に縁どられた草地にひろが

るスミレの群れ。大きく枝を広げる一本のソメイヨシノ。

各地から雑木を大量に運び入れ、多くの職人が携わり造園が行われた。

(出典 w植村家の庭園』造匿の記録)/右下.ソメイヨシノの大木

不世田谷すみればネット
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そして飛び交うトンボや蝶。小さな虫たちもいる O 一瞬，

時が止まったかのような不思議。 車の騒音も吸い込まれる。

驚きは感動に変わった。こんなに近くにこんなところがあっ

たとは。この思いをいつまでも伝えていかなければ…。 住

民と行政，各分野の専門家，大学，教育関係者など，さま

ざまな人たちが連携し，見守る，育てる，調べる『すみれ

ば』の原点はここにあり，この想いは今も変わっていなL、。

『すみればJのルーツは昭和初期，実業家植村傍助氏が

丹沢，富士山までも見晴らせたというこの地にほれ込んで，

邸宅を構えたことに始まる。今の『すみればJの3倍近く
にも及ぶ6，000坪余の広大な敷地に，造園家・戸野琢磨氏

によって武蔵野の風景が再現された。桃などの果樹園まで

もがあったという O 後に，環状八号線の開通や相続等によ

り敷地は縮小されるが，庭簡は小形研三氏によって造り変

えられた。芽吹きから桜，鮮やかな緑，そして美しい紅葉

から冬景色へO 小形氏が工夫を凝らした，季節の移ろいを

身近に感じさせてくれる見事な風景は，今もって私たちを

楽しませてくれている。

{専助氏のご子患が，入学祝で予小学校から頂いたというソ

メイヨシノの苗木は，いまでは庭問を覆うばかりに成長し

ている。思い出の詰まったこの場所をいつまでも残せない

だろうか。地域にも貴重な緑を残したL、。邸宅を手放すに

当たって，植村家の人たちはそんな強い思いに駆られたに

違いない。世田谷区に土地の買い取りを打診した。もとよ

り，植村家からは積極的な協力を惜しまなL、。庭閣に関す

る歴史資料なども進んで隠示する。その熱意は世田谷底を

動かした。区内の緑被率の低下に歯止めがかからないとい

う背景があるにせよ，厳しい財政状況下での買い取りが決

まった。『すみればJに関る立場を超えて，区民の 1人と
してこの英断には拍手を送りたい。残された敷地は広大と

はいえないが，住民にとってはかけがいのない，大きな財

産が残った。そして植村家の人たちの歴史と“思い"も受

け継がれた。

それぞれのこと地には，ひとつひとつの景観に歴史がある。

しかし，そのほとんどは時代の流れの中で埋没し，忘れ去

られていく O 英圏の公閣では，そこがかつては何であった

のかを記憶し，記録にも残すことを重要視すると関心造

船所であったのか，荒地だったのか，誰かの麗敷だったの

か。その歴史はとても興味深く，人びとの好奇心をくすぐ



るo ~すみれば』でも来閤者によく訪ねられる o 1ここはか
つて何だったのですかJo1実は，ここは植村さんという方
の~J と話し始めると，身を乗り出して聞いてくれる。こ

んな高齢の方もいる。「子供の頃，よくここで遊びました。

あのあたりに鉄棒があってねJ。こんどは私たちが聞く番

である。私たち市民が『すみれば』に関わることは，この

地に刻まれたさまざまな歴史や人びとの思いを，伝えてい

くことでもあるのではないか，と思う O 生きものたちを見

守り，そして次世代を担う子供たちにその魅力を伝える活

動などとともに…。植村家の人たちと私たちとの交流は，

今も絶えることなく続いているO

3.人が集まり，やがて幹が生まれる

ミステリーゾーンに好奇心いっぱいの住民が， ~すみれ

ばJ(当時の名称は「桜丘四了目緑地J)のとりこになるま
でに，それほど多くの時間は必要としなかった。世田谷区

と世田谷まちづくりセンタ-(1まちセンJ/現:財団法
人世田谷トラストまちづくり)の呼びかけで始まった「自

然生態調査隊」への参加がきっかけである。敷地内に息づ

く生態の調査をする活動に，多くの“隊員"が集まった。

まだ小学生であった子供に付き添って，おそるおそるやっ

てきたお父さん。今では活動メンバーの中心で活躍してい

る。その時参加した小学生は，当時から旺盛な好奇心と専

門家もピックリの知識でみんなを驚かせる“生きもの博士 o

もうすぐ大学生である O 一人また一人と参加者が増えてい

く。さまざまな職業の人たちがL、る。地域で長く街づくり

の活動をしている女性たちのグループも加わった。隊員た

ちは専門家の指導のもとで，植生謂査や昆虫・野鳥の生息

状況，花の開花状況などを調べる活動に四季を通じて参加

し，緑地の自然を理解し，学ぶ楽しさを体験する。

この体験を通して， 世代や職業，立場を超えた連帯の機

運が生まれ，育っていった。これまでに会ったこともなく，

もちろん利害関係も無い地域の人たちが，小さな緑地を中

心に集い，ひとつの目標を共有することの心地よさ，楽し

さを知ってしまった。水辺を造るために泥まみれになった

あとの，みんなで飲むビールはことのほかうまかった。こ

の時から，メンバーには“ボランティア"という意識はこ

れっぽっちも無かったように思う。行政に頼まれたからで

ネットメンバーによるシンボルマーク、生態に配慮したサインのデザイン
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もなく，やってやるでもなく，自然に“おらが緑地"的な

意識が育っていったのであろう。

4.要求から提案へ，行政との“協働"が実った
「自然生態調査隊Jと並行して「緑地づくりワークショッ
プJが進められた。ここでは「まちセンJのリードで緑地
の整備のあり方，管理の方法，開国後の運営方法，ルール

作りなど，緑地全般の課題についての話し合いが活発に行

われる。もちろん，世田谷区の担当者，“隊員"をはじめ

地域住民が参加してのワークショップである。毎回，テー

マを設定して話し合いが行われたが，常に意識したのは，

市民も行政も閉じ目線で見て，考えることであった。何か

と“協働"と言われるが，ややもすれば目線が行き違いが

ちな市民と行政である。しかし， ~すみれば』プロジェク

トに関する限り，これまでにない「新しい公掴」に向けて

“ともに働く"意識が育っていったのでは，と思っている。

“要求する"住民から“提案する"住民へ。積極的に，

前向きな提案を行った。~、くつかの提案を紹介する。ひと

つは公園のコンセプトでありキーワードの設定である O

『生きものたちを主役に』。この公園は人が主役ではなく，

植物であったり，昆虫であったり，そこに息づく生きもの

たちが主役でなければならない，ということである。通常，

公園は人が憩い，遊ぶ場として位置づけられている O 都市

公閣にあって，はっきりと「生きものJを主役に置いてい
る公園は，植物園や動物闘ではない限り(人が主役のもの

も多いが)，それほど多くはないと思われる O 住民からは，

なぜブランコや滑り台を置かないのか，草地でボール遊び

はダメなのか，子供たちが望んでいるのはそんな公闘では

ないのか，などの意見が数多く出された。このような場合，

行政から説明するよりも住民同士で話し合ったことが多かっ

たし，その方がコンセプトを納得してもらえるような気が

した。同時に“市民がっくりあげる公闇"という大きな方

向性をも理解してもらえたと思う。

次に提案したのは， 1生きものたちを主役Jにするため
のルールづくりであるO 鹿内の草花や見虫などを持ち帰ら

ない，ペットを圏内に入れないこと，閣内での飲食と喫煙

の禁止…。人間には少し窮屈なルールであるが，これまで

のところ目立ったトラブルはない。生きものに優しい公園

は，人にも優しいことを感じてくれているのであると思う。

園内に設置する看板やサインについても提案を行った。区

で進めていたプランを，途中で変更してもらったものもあ

る。心地よい空間づくりに果たすデザインの役割はとても

大きく重要である。「日本の公共施設におけるデザインの

位置づけは，決して高くなLリ。そんな思いをもとに，メ

ンバーのデザイナーが中心となって提案を行い，採用され

た。ここではもちろん，デザイン料は“ボランティア"で

ある。公園のネーミングについても，区民からの公募の手

続を経て，メンバーの一人が提案した『桜丘すみれば自然

庭園Jが採用された。緑地のシンボルとなっている「スミ
レ」が，いつまでも見られるようにとの願いをこめたネー

ミングである。もしも，私たちからの提案がなければ「桜
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丘四丁目公園」になっていたかも。公園といえども，名前

を覚えてもらい，人びとに愛され続けるためには，ネーミ

ングは重要なファクターである O 開園以来 5年を経て，

『すみれば』の名は地域にすっかり溶け込み親しまれてい

る。

そのほか，園路のあり方や照明のこと，管理棟の設計に

いたるまで，庭園づくりのプロから見れば“うっとうしい"

であろう提案も数多く行ったが，世田谷区の担当者や「ま

ちセンJなどとの話し合いを経て，ベストに近いプランを

組み上げていった。

5.ネットワークづくりへの思いを力タチに

開園が近づくにしたがって，運営形態のあり方が大きな

テーマとなる。方向性として，ゆくゆくは区民の自主的な

運命に任せることまで，13:は想定していた。単なるお手伝

型の関わりから，自主運営型までいくつかのシミュレーショ

ンがなされている。「自然生態調査隊」からすでに数年たっ

て，活動するコアメンバーも 10名前後になっていた。人

数が絞られた分，メンバ一一人ひとりの緑地への思いは大

きくふくらんでいった。円、まさら“お手伝型"には戻れ

なL、Jrこれからも主体的に活動を続けたL、」。幾度となく，
今後のとるべきスタンスを確認しながら，方向を決めていっ

た。行政からは“組織化"に対する打診があった。行政と

しても，個人が相手ではともにプロジェクトを進めること

は不可能である。あとには引けない。組織を立ち上げ，真

正面から“新しい公園"づくりに取り組もうと決める。メ

ンバーに異論はなL、。「世・田谷すみればネット」の誕生で

ある。『すみればJを中心に広くネットワークの輸を拡げ
よう，の願いをこめて命名した。

6.多彩なメンバー，多様な世代が支えあって

「世田谷すみればネットJ(以下ネット)のメンバーは

多士多彩である。しかも，年齢にかかわらず，ほとんどの

メンバーが現役でパリパリ働いている O あるメンバーはデ

ザイン界の第一線に立ち，建設の世界で奮闘し，生きもの

環境の保全のために日本中を歩きまわる O 東京農業大学を

左上より右下<ビオ卜ープづくり><スミレ分布調査>

<東京農大ワークショッブ>くすみれば探検隊>の活動風景
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卒業したフレッシュなメンバーたちも，今やネットにはな

くてはならない存在である。女性のメンバーは主婦であり

ながら仕事に，地域活動に忙しい。町内会長もいる。地域

に長く根を張って，強圏なネットワークをもっ。小学校，

中学校やPTA，区民センターなど，地域との連携には絶

対に欠かせない重要なメンバーである。仕事を持つメンバー

は，活動が休日中心になることはやむをえなL、。しかも，

それぞれが家庭を持つ。メンバーには 1に仕事， 2に家庭，

rすみれば』は3番目，とプライオリティを明確に示して
いる O “自己犠牲"は破綻の原由となる。無理をしないこ

と，そして何よりも“楽しむこと"。これが活動を長く続

ける上で欠かせない。

行政のボランティア対策は， リタイアした人や専業主婦

を中心に据えているように思える。日頃忙しく働く現役世

代にこそ， もうひとつの自分の置き場所が必要ではないだ

ろうか。少なくともネットのメンバーは，確実に『すみれ

ば』の活動をエネルギーに変えているように思えるのだが。

行政には，現役の人たちでもはつらつと活動できる，多様

なボランティア環境づくりを検討してもらいたいものであ

る。ここでは世代間の交流も盛んである。ネットは 70代

から高校生まで，幅広い年齢のメンバーで構成されている。

世田谷区のシルバー人材センターから『すみればJに派遣
されている管理人も 70代。仕事を通じて，大学生や若い

来問者との交流を楽しんでいる O この仕事についてから，

病院通いがばったりなくなったと聞く O

『すみれば」では大学との連携を深めることにも力を注

いでいる。ことに東京農業大学のランドスケープデザイン

研究室では開閣当初から，多くの学生たちが運営に闘って

いる O 数名の学生が『すみればJをテーマに卒業論文をま

とめた。卒業生のうちの何名かはその後もネットのメンバー

として活動を続け，将来の担い手として期待されている。

活動の継続に欠かせないのが，豊富な人材である事はいう

までもなL、。新規のメンバーを集め，育成することは大き

な課題であるが，各分野の専門家による講演や他施設での

研修などによって，メンバーのスキルアップを図るととも

に，新たな人材の発掘に努めている O

イベント癒始前のインタープリターによる自然生態に関する説明

LRJ 73 (3)， 2009 



7.自ら考え，自ら行動するのが基本

ネットが自主的かっ継続的に『すみれば」の運営に関る

うえで，インタープリターの存在が大きL、。ワークショッ

プの時点から「自然解説員」の必要性を提案した。『すみ

ればJはマクロ的に見ても充分に魅力的なのであるが，小
さな虫，名も知れない草花にいたるまで，ここで‘はかけが

いのない財産であり，チャーミングポイントである。単な

る原っばではない。ミクロの視点でここを見たとき，その

魅力は何吉倍にも増幅される。来国者には，その魅力を言

葉で伝えたい。そんな思L、からインタープリターにこだわっ

た。『すみれば』をともに育てた生態系NPOとの連携が，

インタープリターの常駐を可能にする。後に「ネイチャー

センタ-Jとなる管理棟の建設が決まっていたことも大き
く影響した。展示プランやイベントなど，その空間を生か

す知恵がなければ，単なる休憩所となってしまう。管理の

視点だけではなく，インタープリテーションの視点で管理

棟を活用するならば，これほど素晴らしい拠点はないだろ

う。ネットメンバーももちろんインタープリターの一員と

して，来圏者に『すみればJの魅力を伝える活動を行って
L 、る。

日常活動は，ネットが自主的に企画立案し，運営してい

る。そのひとつが保全活動である。草刈りや高木，低木の

算定，池の清掃など，ネットが年間を通しての保全計画を

作成する O これらは，区から業務委託を受けて『すみれば」

の管理・運営にあたる「財団法人世田谷トラストまちづく

りJ(以下トラストまちづくり)との調整を経て実行され

るが，草刈のタイミング，算定の程度などについてはネッ

トの提案を十分反映したうえで実施される。その連絡会議

は，毎月第3土曜日に開催される。すみればネット会議も

同じ日に行い，情報の共有化を関っている。

生きものの生態を守り育てるための活動も，自主的なプ

ランニングにもとづいている。なかでも「スミレJと「ネ
ジバナ」の植生調査は毎年欠かせなL、。毎日の日報には，

花の開花，芽吹きや昆虫の生態など，その時々の生きもの

の状態、が克明に記録される。飛来する鳥の観察もそのひと

つ。「トラストまちづくり」のボランティア仲間として，

圏入口に置かれる、季節を告げる生きものを描いた“チョーク菌"

の案内板
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ノくードウオッチング企画などでネットと協力関係にある

「鳥ボランティア」のグループが，ここを観測ポイントと

し，日報に記録された情報を「日本野鳥の会」に提供する。

『すみれば』は子供たちの学習の場としても位置づけて

いるO 近隣の小学校に通う児童を中心に「すみれば探検隊」

を結成。『すみればJのスペース，草花や樹木などをいっ
ぱいに使って，毎月第3土曜日にイベントを実施している O

学生たちが自ら企画し実施する，ユニークなイベントも好

評であるO 今では参加する小学生も広範な地域から集まる。

また， ~すみれば』を授業の教材にし，自然と生態を学ぶ

ためのフィールドとしている小学校も増えている。今後は

これらの学校と共同で，独自のカリキュラムづくりにも取

り組んでいきたL、。

8.ネットワークの要を自指して

ネットは「トラストまちづくりJからの業務委託をうけ
て『すみれば』での活動に当たっているが，行政をはじめ

とするさまざまな分野の人たちとの，連携の“要"として

のポジショニングを常に意識している。ネットがハブ的な

機能を果たすことによって，企画内容の多様性やコスト面

などでも大きなメリットがある。各分野の専門家とのネッ

トワークを活かした活動のひとつとして， 日本全国のスミ

レを集めて『すみれば』で開催した「日本のすみれ展」が

ある。ネットメンバーのひとりが自主的に築いた，スミレ

愛好家との交流から実現した食画である。同じ市民同士の

連携ということから，スミレ愛好家の人たちは手弁当で参

加してくれている。その他，生きものの専門家を招いた自

然生態に関する講座やミニコンサートなどのイベントでも，

メンバーたちのネットワークカが遺憾なく発揮される。

9.おわりに

ネットは『すみれば』を触媒として，人にも，生きもの

たちにも心地よい地域社会の形成を目指している。その結

果，植村家の人びとから受け継いだ『すみれば』は，これ

からも多くの人たちの“思い"がひとつひとつ積み重なっ

て，地域の貴重な資産として受け継がれていくものと確信

している。

<没田谷区立桜丘すみれば自然庭匿の概要>

関関/2004年3月

所在地/東京都世田谷区桜丘4丁目 23番 12号

交通アクセス/小田急線千歳船橋駅から徒歩10分

面積/6，643m'

施 設/ネイチャーセンター(管理棟)

倒閣時間/4 月 ~9 月 9 : 00~17 : 00 

10月 ~3 月 9 : 00~16 : 00 

(年末年始のみ休園)

設置者/世田谷区

管理者/財団法人世田谷トラストまちづくり

活動の詳細はブログで。

http://sumireba.exblog.jp 
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